
「 変わったこと と 変わっていないこと 」 

校長 益満 等之 

 豊明高等支援学校に着任してまもなく２か月になります。 

 私は以前、本校で勤務していた経験があります。この度、6年ぶりに戻ってまいりました。

この 6年の間に、豊明は大きく変わっていました。 

私が「変わったな・・・」と思ったことを列挙してみます。 

 

① 生徒たちの手にはクロームブックがあり、生徒は常に「調べたり」「振り返ったり」し

ながら授業に参加しています。一人一台端末を有効に活用していることがわかります。 

② 以前にも増して、生徒たちの受け答えが、ハキハキとして、淀みなく自分の気持ちを

伝えられているように感じます。「対話的な学び」を行う中で、自分の気持ちをしっか

りと伝えること、また、相手の話をよく聞くという姿勢が浸透してきているように思

います。 

③ 先生たちが、生徒たちにより近くなったように感じます。生徒たちの話をじっくり聞

いているということの現れだと感じています。 

④ 以前にも増して、授業や行事などの教育活動が、学校教育目標を意識した取組となっ

ているように感じます。 

⑤ 企業などの外部の方を校内で多く見かけます。外部講師の方や、自動販売機を管理し

ている流通・サービス科への納品で飲料メーカーの方が来校することがありますが、

そればかりではありません。本校の生徒を積極的に採用したいという企業の方もいら

っしゃると聞いています。とても嬉しいことです。 

⑥ （教育活動とは直接関係ありませんが・・・）学校の周りの自動車や自転車の交通量、

歩いている人が多くなりました。学校周辺に住宅地が広がっているためだと思います。

地域に信頼される学校となるようにこれからも努力いたします。さらに、生徒も教職

員も交通安全の意識を、今まで以上に高めていく必要があると感じています。 

 

 以上は、私が「変わったな・・・」と思うことですが、以前と変わっていないこともあり

ます。 

その代表的なものとして、「生徒が作業に一生懸命に取り組んでいる姿」が挙げられます。

それは以前と変わらず、真剣そのもので、各自が集中して活動している様子は、とても力強

く思えます。 

 

 歴史と伝統を大切にしつつ、社会の変化に柔軟に対応できる豊明高等支援学校。 

 これから先の未来でも、ぜひそうであってほしいと願っています。 


